
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日丘地区ニュースレター  
地域活動の活性化に向けたワークショップ 

Vol.02 令和４年12月 

 

◆第２回実施概要 

日時 2022.12.10（土）13:30～15:30 

会場 春日丘小学校 

参加者数 20 人 

 

プログラム 

１ グループごとに自己紹介 

２ ミニコンセンサスゲーム 

（アイスブレイク） 

３ 前回の振り返り 

４ ワーク： 春日丘のまちや人「現

状」「未来」のキーワードを考え

よう 

５ グループ発表（全体共有） 

 

第２回ワークショップでは、いつも行っているアイスブレイクの時間を少し多めに取り、緊張をほぐしつつ、

「グループの中で対話を積み、合意を形成する」という練習を兼ねて、特定のお題についてグループで話し

合い、合意を形成していく「ミニコンセンサスゲーム」を行いました。今回のお題は「無人島に３つものを持

っていくとしたら？」と「飛行機が不時着して遭難したらどのアイテムを選ぶ？」という２つ。各グループ

白熱した議論が展開されましたが、最終的には全てのグループで合意を形成することが出来ました。 

アイスブレイク：ミニコンセンサスゲーム 

春日丘地区では、「アフターコロナの春日丘のまちづくりを考える」をメインテーマに、地域の更なる活性化

を目指して、全３回のワークショップを実施しています。令和４年 12 月 10 日（土）に開催した第２回のワ

ークショップでは、ひとりの住民として地域を考えることを目的に４つのグループに分かれて、ワークショ

ップを行いました。 

 

こちらは無人島についての

テーマ。多数決は禁止で、話

し合いだけで合意形成にチ

ャレンジしました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

次回、最終回のワークショップは１月 28日（土）。これまでの話し合いで見えてきた方向性と

課題をもとに、課題を解決し、より良い春日丘地区を実現するための具体的な取組みアイデアを

考えるワークショップを行います。 

地区のいいところ 地区がもっとこうなってほしい 

【利便性】交通、商業施設、大学も近く住みやすい 

【安心】警察、福祉関係者、医療、保育が充実、福祉ネットワ

ークができている 

【子ども】見守りや遊べる環境がある 

【自然環境】田んぼ、農業、山、水路のいきもの 

【つながり】地域行事や活動が活発、住民が優しい、公民館

を中心にまとまっている 

【歴史】地域組織の歴史、神社、行事、亀岡街道 

【企業】企業が多く、助成などもある 

【利便性】さらに便利になってほしい！再開発 

【多様性】ジェンダー、高齢者への配慮 

【子ども】子ども会が活発に、子どもが行事運営に関わる、 

子ども中心の行事の復活、子どもが帰ってきたくなるまち 

【担い手】担い手の増加、役員の若返り、中高大学生が関わ 

れる、ボランティアを募る 

【医療・福祉】誰もがなんでも相談できる、つながりから困 

っている人を見つけられる 

地区の気になること 地区がこうなったら嫌だな… 

【担い手】地域組織への加入減少、地域の核となる人材の育

成、お隣同士のつながりの希薄化 

【負担】役員のなり手、役の固定化、担い手の高齢化と世代

交代の課題 

【組織連携】各団体の活動の把握と連携をさらに深める、組

織同士のつながりを深める 

【若者・子ども】見守りに若い世代が入っていない、子ども

会が無くなっている  

【高齢者】認知症、老老介護、独居高齢者の早期把握、高齢

者向けの行事が少ない 

【自然】自然、田んぼが無くなる、商店街が廃れる 

【多様性】極端に若者向けのまちになる、高齢者の活気がな 

くなる、高齢者ばかりになる 

【つながり】交流がなくなる、若い人とつながりがなくなる、 

あいさつできない、他人事になる、隣の顔がわからなくなる 

【担い手】役の担い手がいない、組織の加入が減る、ワーク 

ショップに参加する人がいない 

【災害】災害へ関心がなくなる 

アイスブレイク後のワークでは、田の字ワークシートを使って、「地区のいいところ」「地区の気になること」

「地区がもっとこうなってほしい」「地区がこうなったら嫌だな」という春日丘のまちや人の「現状」と「未

来」を考えました。 

ワーク：春日丘のまちや人「現状」「未来」のキーワードを考えよう 

ワークで使用した田の字シート 


